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例 1: 

<mx:VBox> 
  <mx:HBox> 
    <mx:Form> 
      <mx:FormItem> 
        ... 
        ... 
      </mx:FormItem> 
    </mx:Form> 
  </mx:HBox> 
</mx:VBox> 

例 2: 

<mx:Grid> 
  <mx:GridRow> 
    <mx:GridItem> 
      <mx:VBox> 
        <mx:Button /> 
      </mx:VBox> 
    </mx:GridItem> 
  </mx:GridRow> 
</mx:Grid> 

コンテナをネストした場合、コンテナのインスタンスはそれぞれの子の大きさを把握する

ために、その都度アルゴリズムを実行します。(この際、一部の子はそれ自体がコンテナで

あるため、この作業が再帰的に行われることがあります。) そして、レイアウトを行うのた

めの相対値が算出されて初めて、Flash Player は複数のビューから構成されるオブジェク

トを描画します。したがって、オブジェクト生成時の無駄な作業を排除すれば、自ずとア

プリケーションの処理速度が高まり、パフォーマンスが向上します。 

コンテナが過剰にネストされていなければ、通常これらの生成時間は大きな問題となりま

せん。しかし、コンテナを幾重にもネストしなければならないようならば、どのコンテナ

を利用するかを見直すようにしてください。コンテナが複雑にネストされたレイアウトは、

別のレイアウトコンテナと、縦や横方向の整列、マージン、スペーサー、ギャップといっ

たスタイル属性を組み合わせて利用することで、同様のものが作成できるケースがありま

す。マージンやギャップを利用すれば、各コントロール周辺の空きスペースや、コントロ

ールと親コンテナの間の空きスペースなどが調整できます。また、スペーサーオブジェク

トを利用すれば、不必要なスペースを埋めることや、コントロールの位置を微調整するこ

とができます。さらに、コンテナ内のコントロール群は、縦や横方向に整列することもで

きます。例えば、図 1 に示すレイアウトは、Grid コンテナを使用しなくても作成可能です。 

 

図 1: この図のレイアウトは、Grid 以外のコンテナを利用しても作成できます。 

確かに、Grid コンテナは、上図のレイアウトを作成する際に魅力的な手法です。 

<mx:Grid> 
  <mx:GridRow> 
    <mx:GridItem> 
      <mx:Button label="Visa"/> 
    </mx:GridItem> 
    <mx:GridItem> 
      <mx:Button label="MasterCard"/> 
    </mx:GridItem> 
    <mx:GridItem> 
      <mx:Button label="Diner's Club"/> 
    </mx:GridItem> 
    <mx:GridItem> 
      <mx:Button label="AmEx"/> 
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    <mx:GridItem><mx:TextInput text="TextInput"/></mx:GridItem> 
    <mx:GridItem><mx:NumericStepper/></mx:GridItem> 
    <mx:GridItem><mx:TextInput text="TextInput"/></mx:GridItem> 
    <mx:GridItem><mx:NumericStepper/></mx:GridItem> 
  </mx:GridRow> 
  <mx:GridRow> 
    <mx:GridItem><mx:Button label="button"/></mx:GridItem> 
    <mx:GridItem><mx:DateField /></mx:GridItem> 
    <mx:GridItem><mx:Button label="button"/></mx:GridItem> 
    <mx:GridItem><mx:DateField /></mx:GridItem> 
  </mx:GridRow> 
  <mx:GridRow> 
    <mx:GridItem><mx:TextInput text="TextInput"/></mx:GridItem> 
    <mx:GridItem><mx:NumericStepper/></mx:GridItem> 
    <mx:GridItem><mx:TextInput text="TextInput"/></mx:GridItem> 
    <mx:GridItem><mx:NumericStepper/></mx:GridItem> 
  </mx:GridRow> 
</mx:Grid> 

 

図 2: このユーザーインターフェイスは、Grid コンテナの使用に適しています。 

次に、よくある Grid コンテナの誤った使用例を紹介します。 

 コントロールを右詰め／左詰めするために、Grid コンテナを使用しているケース (図 3 参

照)。つぎのようなコードを利用してコントロールを整列しているケースが見うけられます。 

<mx:Grid borderStyle="solid" width="400"> 
  <mx:GridRow> 
    <mx:GridItem horizontalAlign="left"> 
      <mx:Button label="left" /> 
    </mx:GridItem> 
    <mx:GridItem horizontalAlign="right"> 
      <mx:Button label="right" /> 
    </mx:GridItem> 
  </mx:GridRow> 
</mx:Grid> 

しかし、このコードと同じレイアウトは、次のコードに示すように、HBox コンテナと、

無駄なスペースを詰めるための Spacer オブジェクトを利用することでも実現可能です。 

<mx:HBox borderStyle="solid" width="400"> 
  <mx:Button label="left" /> 
  <mx:Spacer width="100%" /> 
  <mx:Button label="right" /> 
</mx:HBox> 

 

図 3: 右詰めや左詰めといったレイアウトは、Grid を使用しなくても可能です。 

 他の方法があるにも関わらず、Grid コンテナを Repeater オブジェクトの子として使用し

ているケース。まず、図 4 の Repeater オブジェクトを見てください。 
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下記のコードに書き替えることができます。 

<mx:Panel title="Grocery List" width="150" height="150"> 
  <mx:Label text="Fruits" /> 
  <mx:Label text="Veggies" /> 
  <mx:Label text="Cookies" /> 
  <mx:Label text="Crackers" /> 
</mx:Panel> 

上記の 2 つのコードは、結果として同じレイアウトになります。 

 <mx:Application>タグ内の VBox コンテナ — Application オブジェクトは、VBox コン

テナのレイアウトを継承しています。したがって、<mx:Application>タグをその都度

VBox コンテナで囲む必要はなく、この VBox コンテナを排除することで、余分なネスト

を解消できます。 

例えば、つぎのコードは、 

<mx:Application xmlns:mx="http://www.macromedia.com/2003/mxml"> 
  <mx:VBox horizontalAlign="center" backgroundColor="#EFEFEF"> 
    <mx:Label label="Shopping Cart" /> 
      . 
      . 
      . 
  </mx:VBox> 
</mx:Application> 

下記のコードに書き替えることができます。 

<mx:Application xmlns:mx=http://www.macromedia.com/2003/mxml 
 horizontalAlign="center" backgroundColor="#EFEFEF"> 
  <mx:Label label="Shopping Cart" /> 
    . 
    . 
    . 
</mx:Application> 

 MXML コンポーネントのトップレベルに使用しているコンテナ — MXML コンポーネント

の利点は、繰り返し利用するコードをモジュール化できることにあります。しかし、通常

のアプリケーション同様、コンポーネントもそのコードの記述方法によっては、パフォー

マンスに悪影響を及ぼすことがあります。例えば、MXML コンポーネントを定義する際に

は、コンポーネントのトップレベルにコンテナを使用する必要がありません。MXML コン

ポーネントには、つぎの様なシンプルなコントロールが記述されているだけでも、問題あ

りません。 

<mx:Image xmlns:mx=http://www.macromedia.com/2003/mxml 
source="@embed('foo.jpg')" width="200" height="200" /> 

MXML コンポーネントを定義する際のコンテナを排除しておけば、余分なネストが回避で

き、アプリケーションの読み込み速度が上がります。 

 MXML コンポーネントのインスタンスを囲むコンテナ — 通常、MXML コンポーネントタ

グを別のコンテナで囲む必要はありません。各種スタイルやラベル、id といった事柄は、

MXML コンポーネントのインスタンスに直接設定でき、これらの設定のためだけに、新た

なコンテナを用意して MXML コンポーネントを囲む必要はありません。例えば、MXML
コンポーネントにスタイルを設定するために、次のコードの VBox コンテナを使用する必

要はありません。 

<mx:VBox backgroundColor="#FFCCCC" borderStyle="solid"> 
  <myComponent xmlns="*" /> 
</mx:VBox> 

これらのスタイル設定は、MXML コンポーネントのタグの中で記述できます。 

<myComponent xmlns="*" backgroundColor="#FFCCCC" 
borderStyle="solid" /> 
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    . 
    . 
    . 
  </mx:VBox> 
</mx:TabNavigator> 

このコードの場合、TabNavigator コンテナは、TavNavigator コンテナをインスタンス化

した際の第 1 ビューである tabNavView1 を最初に生成します。tabNavView1 がインスタ

ンス化されると、自動的に LinkBar と、ViewStack の第 1 ビューである view1 もインスタ

ンス化されます。view1 以外の ViewStack 内のビューは、ユーザーが LinkBar を操作して

ビューをリクエストするたびに、生成されていきます。 

子ビューの生成タイミングを制御するには、コンテナタグの creationPolicy プロパテ

ィを利用します。つぎに creationPolicy の設定値と、それぞれの設定値が Flex ナビゲ

ーションコンテナに与える影響を解説します。 

 creationPolicy="auto" — Flex がナビゲーションコンテナを生成する際には、コンテ

ナ内のすべてのオブジェクトではなく、最初に表示される部分だけを生成します。遅延イ

ンスタンスとも呼ばれるこの機能には、ナビゲーションコンテナが配置された MXML アプ

リケーションを素早く起動できるメリットがありますが、一方では、ユーザーが初めて新

しいビューに移動した時に、幾分の処理待ち時間を経験することになります。ただし、ビ

ュー移動時に待ち時間が発生する動作は、アプリケーション起動時にすべてのナビゲーシ

ョンコンテナの子ビューが生成されるのを待つより望ましいということが、ユーザビリテ

ィの研究によって実証されています。また、ユーザーはすべての子ビューに目を通すとは

限らず、起動時にすべてのビューを生成すると、無駄なビューが発生する可能性もありま

す。 

ナビゲーション以外のコンテナに creationPolicy="auto"を設定する場合は、コード

に、コンテナの子をどのタイミングで生成するかの明示的な指示を追加しなければならな

いことに注意してください。なお、ナビゲーションコンテナには、この追加コードがデフ

ォルトで実装されており、単に creationPolicy="auto"と指定するだけで、デフォル

トの遅延インスタンス動作を利用できます。 

 creationPolicy="all" — この設定値を指定した場合、Flex は、ナビゲーションコンテ

ナ内に配置されているすべての子ビューとコントロールを、コンテナ生成時に作成します。

この設定は、アプリケーション起動時間の増大につながりますが、各ビュー間をスムーズ

に移動できるというメリットがあります。 

 creationPolicy="none" — この設定値を指定した場合、Flex は、明示的にインスタン

スを作成するメソッドが呼び出されない限り、ナビゲーションコンテナ内の一切の要素や

子ビューを生成しません。ビューを明示的にインスタンス化するには、

createComponents()メソッドを利用します。なお、生成タイミングを細かく指定する方

法については、Flex 同梱のドキュメンテーションを参照してください。 

 creationPolicy="queued" — この設定値を指定した場合、Flex はすべてのコンテナを

生成してから、キューの掛かっているコンテナの子を、アプリケーション内で表示される

順番に生成していきます (creationIndex プロパティが設定されている場合を除く)。この設

定を使用した場合、アプリケーション内のコンポーネントが順番に表示されてゆき、アプ

リケーションを起動してから何らかの表示が始まるまでの時間が短縮できます。この機能

の詳細については、次の「プログレッシブレイアウト」のセクションでサンプルとともに

解説します。 

creationPolicy プロパティの設定を調整すれば、子ビューの生成タイミングや、アプリ

ケーションのどの部分でユーザーにビュー生成の待ち時間を強いるかといったことが細か

く制御できます。ただし、creationPolicy="auto"の設定は、数々のユーザビリティ研究か

らも、その優れたユーザビリティが実証されています。また、誤って creationPolicy="all"
を設定すると、アプリケーション起動時のパフォーマンスに悪影響を及ぼす場合があるこ

とに注意してください。creationPolicy="all"の設定は、綿密にコンポーネントの生成計画

を練った上で使用するようにしてください。 
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 Flash Player のアニメーション描画量を抑える - Flash Player のアニメーション描画量を

軽減するには、エフェクト完了後ビューに配置されている一部の要素を非表示化してから

エフェクトを開始し、エフェクトが終了した段階でこれらを表示化する方法があります。

コントロール群の表示は瞬時に完了するので、たとえこれらの要素の表示／非表示を切り

替えても、視覚的にはコントロール群の表示が遅いといった感覚や、これらが突然現れた

というような印象を与えません。エフェクト再生時の部分の表示／非表示化は、コントロ

ールに effectStart と effectEnd の 2 つのイベントを関連付けるだけで制御できます。 

この記事のオンラインバージョンに収録されている SWF のサンプルファイル

(www.macromedia.com/jp/devnet/flex/articles/client_perf_08.html)をご覧ください。こ

のパネルには、動作期間 250 ミリセカンドの高速なフェードエフェクトが適用された、

DataGrid コントロールが配置されています。このパネルの表示／非表示を切り替えてみる

と、フェードエフェクトがスムーズに再生されないことが確認できます。<mx:Panel>タ

グの中に次のコードを記述すると、エフェクトの再生中に Flash Player が再描画しなけれ

ばならないオブジェクトの数を減らすことができます。 

effectStart="myDataGrid.visible=false" 
effectEnd="myDataGrid.visible=true" 

このコードを追加しておけば、Flash Player は DataGrid コントロールを描画せずに、空の

Panel コンテナの再描画に専念します。

www.macromedia.com/jp/devnet/flex/articles/client_perf_08.html ページにある 2 番目

のサンプル SWF ファイルを参照して、このテクニックの効果を確認してみてください。 

違いが確認できたでしょうか。下の SWF のエフェクトの方が、スムーズに再生されてい

ます。ここでは、動作期間が短く設定されているので、DataGrid が表示／非表示になるの

が気になりません。なお、このテクニックは、エフェクトの動作期間を短く設定 (500 ミ

リセカンド以下) した、showEffect と hideEffect イベントに限り使用するようにして

ください。これらの場面以外でこのテクニックを利用しても、オブジェクトの表示をスム

ーズにする効果はありません。 

また、この機能の一部は Flex のネイティブエフェクトの Resize エフェクトに内蔵されて

います。hideChildren プロパティを利用すれば、エフェクト再生時に、子を非表示化し

ておく一連のパネル群が指定できます。このプロパティはパネルに対してのみ有効であり、

Resize エフェクトのスムーズな再生を支援します。Flex は、Resize エフェクトを再生す

る前に hideChildren 配列の中身を検証し、配列内に含まれているパネルの子をすべて非

表示化します。メモ: hideChildren プロパティは、MXML 内で宣言したエフェクトに使

用できません (<mx:Resize>タグ内など)。また、hideChildren 機能を利用するには、

ActionScript を利用してエフェクトを呼び出す必要があります。 

 ビットマップ画像の背景を避ける - デザイナーの中には、ビューの背景画像として、単色

にグラデーションが掛かったものや、わずかなパターンがデザインされたものなどを使用

する方がおられます。しかし、Flash Player の描画速度を向上させるには、単色の背景を

使用することが望ましいといえます。仮に単色ではなく、わずかなグラデーションが掛か

った背景を使用しなければならない場合は、これらの背景画像を SWF または SVG ファ

イルで用意するようにしてください。Flash Player は、JPG／PNG より SWF／SVG フ

ァイルの描画速度に優れています。 
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 filterData プロパティを極力「false」に設定する - データが画面上の座標として表示さ

れるまでの間には、数々の Series タイプのフィルタが、データをプロットするとチャート

の描画範囲外になるデータや、無効な値をフィルタリングします。例えば、2003 年の各

週の休暇消化状況を示すチャートがあり、このチャートの 6 月にあるアメリカ建国記念日

の週は会社自体が休業していたので、データ値が無かったとします。このような、データ

モデルに該当する値がランタイム時に供給されないことが明らかな場合や、値がチャート

のデータ許容範囲外にあるような場合は、filterData プロパティを「false」に設定する

ことで、チャート機能にフィルタリングを行わないことを明示的に指定できます。この指

定をしておけば、パフォーマンスがある程度向上します。 

 できる限り LinearAxis がデータ範囲を自動計算しないようにする - LinearAxis が数値

の範囲を計算する処理は、負荷が大きくなりがちです。LinearAxis の最小値と最大値の

範囲がある程度把握できている場合は、これらを事前に指定することでチャートの描画作

業をスピードアップできます。また、データの間隔値 (グラフの軸上に表示するラベルの間

隔) を指定するのも、パフォーマンスの向上につながります。 

 CategoryAxis の dataProvider と Series の dataProvider を別々のオブジェクトに

参照する - CategoryAxis オブジェクトの dataProvider を変更する処理は、Series オ

ブジェクトの dataProvider の変更より大きな処理負荷が掛かります。チャートにバイン

ドしたデータが変化するものの、チャートのカテゴリが変わらない場合は、

CategoryAxis の dataProvider と Series の dataProvider を別々のオブジェクトに

参照するようにしておきます。こうすれば、負荷の大きな、CategoryAxis が

dataProvider を再計算する処理が省けます。 

 特定のスタイルを設定することで、AxisRenderer の描画時間を短縮する - 
AxisRenderer は、あらゆる場面において描画作業を正しくできるよう、大量の計算処理

をおこないます。したがって、不確定な要素を減らすほど、描画作業がスピードアップし

ます。AxisRenderer のスタイル設定の labelRotation や canStagger を明示的に指

定することで、パフォーマンスが向上します。これらのスタイルは、タグ内、あるいは

CSS でも指定できます。 

 可能ならば、ガターのスタイルを設定する - X,Y 軸形式のグラフのガターとは、グラフの

マージンと X,Y 軸の線の間の部分を指します。デフォルト設定のチャートは、これらの軸

に対する装飾部分を確保するために、ガター値を調整します。しかし、ガター値の計算は

負荷が大きく、gutterLeft や、gutterRight、gutterTop、gutterBottom といった、

ガターの上下左右の値を明示的に指定することで、チャートがより迅速かつ効率良く描画

できます。 

 ドロップシャドー効果はオプションの設定項目です - Flex のデフォルトスタイルの HALO
には、BarSeries や ColumnSeries、LineSeries に ShadowRenderers を適用する

ように設定されています。この ShadowRenderers は、データ要素の下に、ドロップシャ

ドー効果を描画します。ドロップシャドー効果の必要がない場合は、Simple レンダラ 
(ColumnSeries と BarSeries の場合は SimpleBoxRenderer、LineSeries の場合は

SimpleLineRenderer) を利用することで、チャートの描画速度が向上します。 
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図 5: キャッシュを利用して、MXML ページのリクエストに対応 

Flex は、SWC や MXML、ActionScript といった依存ファイルもキャッシュします。

Flex は、CSS スタイルシートや<mx:Image>タグ内で利用する画像、<mx:Script>タグ

内に含まれている ActionScript ファイルなどといった依存ファイルへの参照を、すべて

/WEB-INF/flex/cache.dep ファイルに保存し、これらの依存ファイルに何らかの変更があ

ると、MXML ファイルを再コンパイルします。 

Flex のキャッシュ設定は、Flex の設定ファイルである”flex-config.xml”ファイルの

<cache>...</cache>間に記述されています。”flex-config.xml”ファイルに記述されている

<content-size>500</content-size>の部分は、キャッシュの最大エントリー数がデ

フォルトで 500 に設定されていることを意味します。なお、この content-size の値は、

MXML ファイルの合計数ではなく、キャッシュされるエントリーの数を示すものです。し

たがって、1 つの MXML ファイルに対しては、HTML のシェルと SWF ファイルという

ように 2 つのエントリーが発生します。通常この値は、大量の MXML ドキュメントを利

用する大規模エンタープライズでもない限り、デフォルト値の 500 で充分です。なお、

Flex はリクエストを受けた URL ごとにエントリーを行います。したがって、

page.mxml?accessible=true のように accessible=true が URL に追加されている

場合、このリクエストは独自の URL として判定され、新たな HTML シェルと SWF ファ

イルがキャッシュにエントリーされます。大抵の HTML のサイズが数キロバイトであるこ

とと、Fleｘから生成される SWF のほとんどが 100 - 150 キロバイトであることを考慮す

ると、例え content-size の値を大きめに設定しても、メモリのオーバーヘッドに過大な

負担が掛かるわけではありません。 

JSP タグライブラリを利用して、JSP や CFML ページにインライン MXML を追加する

場合、Flex は MXML コード部分のために別途のキャッシュを使用します。Flex は、この

キャッシュのサイズを、デフォルト値「500」が設定された<mxml-size>エントリーにて

管理しています。つぎに、JSP ページに配置されたコード部分を示します。 

<mx:Application> 
  <mx:Label text="Hello"/> 
</mx:Application> 

Flex は、このコード部分を<mxml-size>のエントリーにて指定されたソースキャッシュ

にキャッシュし、ソースをコンパイルすることによって生成される SWF ファイルと

HTML シェルは、<content-size>のキャッシュ設定にて指定されたコンテンツキャッシ

ュにキャッシュします。Flex は、ページ内のソース部分に何らかの変更があり次第、ソー

スキャッシュに新たなエントリーを登録し、SWF ファイルを再コンパイルします。 

<mm:mxml> 
  <mx:Application> 
    <mx:Label text="Hello"/> 
  </mx:Application> 
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SWF ファイルは、ファイルがクライアントに読み込まれ次第、WSDL ファイルのリクエ

ストを処理する Web サービスプロキシに向けて、リクエストを送信します。このリクエス

トを受け取った Web サービスプロキシは、WSDL ファイルのリクエストを発信し、その

結果をクライアントに送信します。<mx:Webservice>タグを利用して行うクライアント

／サーバー間のやりとりは、useProxy="false"プロパティが設定されていない限り必ず

プロキシを経由します。useProxy="false"を設定した場合、Flash クライアントは対象

となるエンドサービスに向けて直接 Web サービスリクエストを行います。Flash クライア

ントのセキュリティサンドボックスを超えてこのリクエストを行うには、受け取り側のエ

ンドサービスに crossdomain.xml ファイルが配置されている必要があります。しかし、エ

ンドサービスの設定を Flex デベロッパーが直接コントロールすることは不可能なので、大

抵の場合はプロキシを利用することになります。なお、プロキシを利用しない場合は、

HTTPS の使用や、エラーメッセージの取得時に問題が発生することがありますので、

Macromedia では、可能な限りプロキシを利用することを推奨しています。 

 リモートオブジェクト AMF ゲートウェイ — リモートオブジェクト AMF ゲートウェイを

使用すれば、Flex プレゼンテーションサーバー上で稼働するサーバーサイドオブジェクト 
(Java Beans、EJB、POJO) が利用できるようになります。このリモートオブジェクトプ

ロキシには 2 種類のエンコーディングメカニズムが実装されており、どちらのメカニズム

を利用するかは RemoteObject タグの encoding プロパティで指定します。なお Flex 
1.0 では、データ転送時に AMF (Action Message Format) と SOAP の 2 つのエンコーデ

ィングメカニズムが利用できましたが、Flex 1.5 では SOAP エンコーディングがサポート

対象外となります。サーバー／クライアント間のデータ転送には、AMF がバイナリプロト

コルを提供します。つぎに示すコードは、RemoteObject タグを AMF で使用している例

です。 

<mx:RemoteObject id="ro" src="samples.StockBean" encoding="AMF"> 
  <mx:method name="getQuote"> 
  </mx:method> 
</mx:RemoteObject> 

 HTTP サービス — データアクセスのためのもう 1 つの方法は、HTTPService タグとリモ

ート URL を使用して、XML を Flash Player に読み込む方法です。Flash クライアントか

らのリクエストは HTTP サービスプロキシが処理し、プロキシはリクエストされた URL
を呼び出して、その結果をプロキシ経由でクライアントに渡します。つぎのスニペットは、

HTTPService タグの使用例を示すものです。 

<mx:HTTPService id="myRequest" url=http://acme.com/mydata.xml> 
</mx:HTTPService> 

Flex アプリケーションからは、以上のように標準に準拠した方法でデータアクセスを確立

できますが、別の方法を利用する方が高いパフォーマンスを得られることもあります。

<mx:Webservice> タグを利用すれば標準規格に基づいたデータアクセスができますが、

この方法は必ずしも最高のパフォーマンスを提供しません。また、SOAP エンコーディン

グを使用した場合、AMF と比較して追加した XML 分に相当する、オーバーヘッドの増加

が発生します。AMF は SOAP より平均 3 倍程度高速に処理でき、転送量が多い場合は速

度差が 6 倍になることもあります。この差は、XML をベースにした SOAP パケットに比

べて、バイナリプロトコルを利用する AMF の方が、同じ情報を伝達するための転送容量

を大幅に削減できることに起因しています。また、Web サービスと SOAP のパフォーマ

ンスは、Web サービスの実装方法にも左右されます。 Web サービスのパフォーマンスは、

実際にそのサービスの負荷テストを行うことによって把握しましょう。同じデータ量で比

較した場合、一般的に SOAP は AMF の約 2 倍のサイズを必要とします。したがって、

AMF を利用すれば、アプリケーションの合計使用帯域量を削減する効果が見込めます。 
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  <mx:Application xmlns:mx="http://www.macromedia.com/2003/mxml" 
width="200" height="200"> 

    <mx:Label id="label0" text="Hello World "/> 
  </mx:Application> 
</mm:mxml> 

Flex のコードが動的に変化する場合、Flex は MXML コンテンツが変更されるたびに新し

いバージョンをコンパイルします。次に示すサンプルでは、アプリケーションを介して

別々のユーザーがログインするたびに、アプリケーションが新たな session.username
の値を設定しています。この場合、MXML コンテンツが変更されていることになり、Flex
は、その都度新たなバージョンのコードと SWF コンテンツをキャッシュすることになり

ます。 

<%@ taglib uri="FlexTagLib" prefix="mm" %> 
<% session.setAttribute("username", "brandon"); %> 
<mm:mxml> 
  <mx:Application xmlns:mx="http://www.macromedia.com/2003/mxml" 

width="200" height="200"> 
    <mx:Label id="label0" text="Hi <%= 

session.getAttribute("username") %> "/> 
  </mx:Application> 
</mm:mxml> 

上記の方法は、必要以上にコンパイル量を増やしてしまい、望ましい手法とはいえません。

仮に任意の 500 ユーザーがこのアプリケーションに同時アクセスした場合、500 もの

session.username が発生し、結果として MXML が 499 回も余分にコンパイルされて

しまいます。さらに、キャッシュにも余分なエントリーが登録されてしまいます。このよ

うな場合の改善策としては、Flex タグライブラリの<param>タグを使用して、変数を Flex
アプリケーションに渡す方法があります。変数の値は、変数自体が mx:Script 部分に宣

言さえしてあれば、問題なくアクセスできます。つぎに示すコードは、上記コードの問題

点を回避するように改良されたものです。このコードを利用すれば、ページは一度だけコ

ンパイルされるようになり、アプリケーションに個別のユーザーがアクセスする際には、

mm:param の値を利用して個別のユーザー名を処理します。 

<% session.setAttribute("username", "brandon"); %> 
<%@ taglib uri="FlexTagLib" prefix="mm" %> 
<mm:mxml> 
<mm:param name="userName" value="<%= 

session.getAttribute("username") %>" /> 
  <mx:Application xmlns:mx="http://www.macromedia.com/2003/mxml" 

width="200" height="200"> 
  <mx:Script> 
   var userName:String; 
  </mx:Script> 
    <mx:Label id="uName" text="Hi {userName}"/> 
  </mx:Application> 
</mm:mxml> 

この際、値がシンプルな場合は<param>タグでも問題ありませんが、XML のツリーや複雑

なオブジェクトを Flex アプリケーションに渡すケースも想定できます。次のサンプルコー

ドは、タグライブラリを利用して、XML を MXML ドキュメントに渡す例を示すものです。

なお、XML を MXML ドキュメントに渡す方法は 2 つあり、どちらのパフォーマンスが優

れているかは、XML が静的、動的のどちらであるかによって異なります。XML が静的な

場合は、次の例に示すように、MXML ドキュメント内に JSP コードを埋め込む方が高い

パフォーマンスを得られます。 

<%@ taglib uri="FlexTagLib" prefix="mm" %> 
<html> 
<% 
  String tree="<node label='Option 1'><node label='Option 

1.1'/><node label='Option 1.2'/></node><node label='Option 
2'/>"; %> 

<mm:mxml> 
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  <mx:TabNavigator borderStyle="solid"> 
  <mx:VBox label="Pane1" width="300" height="150" > 
  <mx:TextArea text="Hello World" /> 
  </mx:VBox> 
  <mx:VBox label="Pane2" width="300" height="150" > 
  </mx:VBox> 
  <mx:VBox label="Pane3" width="300" height="150" > 
  </mx:VBox> 
  <mx:VBox label="Pane4" width="300" height="150" > 
  </mx:VBox> 
  </mx:TabNavigator> 
  </mx:Panel> 
  </mx:Application> 

このファイルがサーバーを再起動するたびにコンパイルされることを防止するには、

mxmlc を利用してつぎのようにファイルをプリコンパイルします。 

{flex-root}bin\mxmlc ..\jrun4\servers\default\flex\TabNav.mxml 

mxmlc の使用法に関する詳細については、Flex ドキュメンテーション 
(livedocs.macromedia.com/flex/1/flex_docs/36_admi2.htm#wp121781) を参照してくだ

さい。 

メモ: mxmlc を利用して作成した SWF ファイルを配布する際には、必ず Flex のエンドユ

ーザーライセンス契約をお読みください。また、Flex のトライアル版、もしくはデベロッ

パー版上で mxmlc を利用して作成した SWF ファイルは、コンパイル後 1 日のみ有効です。

フル製品版 Flex を利用した場合は、有効期限の制約はありません。 

以下のサンプルコードでは、mxmlc は MXML と同じディレクトリに SWF ファイルを生

成するものとします。次のステップは、HTML シェルを作成して、SWF ファイルを 
HTML / JSP / CFML ファイル、またはサーブレットに統合することです。この統合を最

も簡単に行うには、同じ Flex アプリケーション内の MXML ファイルによって生成された

シェルを使用する方法があります。Flex が生成したシェルを利用すれば、Flex の履歴管理

機能がそのまま使用できます。この方法を利用するには、単に「file.mxml.swf」の記述を

「file.swf」に 4 箇所変更するだけです。 

<script language='javascript' charset='utf-8' src='/flex/flex-
internal?action=js'></script> 

<noscript> 
<object classid='clsid:D27CDB6E-AE6D-11cf-96B8-444553540000' 

codebase='http://download.macromedia.com/pub/shockwave/cabs/f
lash/swflash.cab#version=7,0,14,0' width='100%' 
height='100%'> 

<param name='flashVars' value=''> 
<param name='src' value='TabNav.swf'> 
<embed pluginspage='http://www.macromedia.com/go/getflashplayer' 

width='100%' height='100%' flashVars='' src='TabNav.swf'/> 
</object> 
</noscript> 
<script language='javascript' charset='utf-8'> 
document.write("<object classid='clsid:D27CDB6E-AE6D-11cf-96B8-

444553540000' 
codebase='http://download.macromedia.com/pub/shockwave/cabs/f
lash/swflash.cab#version=7,0,14,0' width='100%' 
height='100%'"); 

document.write(">"); 
document.write(" <param name='flashVars' 

value='historyUrl=%2Fflex%2Fflex%2Dinternal%2Fhistory%2Fhisto
ry%2Ehtml&lconid=" + lc_id +"'>"); 

document.write(" <param name='src' value='TabNav.swf'>"); 
document.write(" <embed 

pluginspage='http://www.macromedia.com/go/getflashplayer' 
width='100%' height='100%'"); 

document.write(" 
flashVars='historyUrl=%2Fflex%2Fflex%2Dinternal%2Fhistory%2Fh
istory%2Ehtml&lconid=" + lc_id +"'"); 












